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高山市議会ぎかいだより第29号

九
州
北
部
豪
雨
の
被
害

を
拡
大
し
た
の
は
大
量
の

流
木
が
橋
梁
に
引
っ
か
か

り
、
濁
流
を
せ
き
止
め
氾

濫
を
招
い
た
こ
と
が
原
因

と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
平

成
16
年
に
台
風
23
号
が
飛

驒
地
方
を
襲
い
同
様
の
被

害
が
発
生
し
た
。
村
山
発

電
所
付
近
の
岩
盤
や
J
R

追
分
鉄
橋
に
流
木
が
堰
と

な
り
、
溢
れ
た
水
が
集
落

を
襲
い
大
き
な
被
害
が
発

生
し
た
。
流
木
に
よ
る
危

険
箇
所
を
洗
い
出
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
計

画
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
。

市
の
取
り
組
み
策
は
。

次
回
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
に
併
せ
避
難
所

や
避
難
経
路
の
検
討
・
見

直
し
を
す
る
。
ま
た
、
普

段
か
ら
流
木
に
よ
る
被
害 豪

雨
に
備
え
よ
う

流
木
対
策
、危
険
箇
所
の

把
握
をの

発
生
を
想
定
し
、
河
川

の
水
位
情
報
を
監
視
す
る

と
と
も
に
危
険
箇
所
を
把

握
し
、
安
全
な
避
難
が
で

き
る
よ
う
河
川
や
橋
梁
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど

の
体
制
を
と
る
。

8
月
9
日
長
崎
原
爆
の

日
に
、
長
崎
市
長
は
核
兵

器
禁
止
条
約
の
交
渉
に
参

加
し
な
い
政
府
を
被
爆
地

は
到
底
理
解
で
き
な
い
旨

を
訴
え
た
。
来
年
度
の
核

兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を

目
指
す｢

平
和
首
長
会
議

国
内
都
市
会
議
総
会｣

の

本
市
開
催
が
決
定
さ
れ
た

が
、
開
催
市
の
市
長
と
し

て
長
崎
市
長
の
発
言
に
対

す
る
見
解
は
。

長
崎
市
長
と
同
感
で
あ

る
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
消
防

団
に
報
い
る
た
め
に
！

松山 篤夫 議員

消
防
操
法
大
会
に
向
け

て
出
場
班
が
独
自
に
ホ
ー

ス
な
ど
資
機
材
を
購
入
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
が
、

支
援
の
考
え
は
。

消
防
操
法
大
会
は
、
消

防
技
術
の
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
目
的
に
実
施
し
て

お
り
、
通
常
の
消
火
活
動

用
資
機
材
で
訓
練
を
重
ね

る
事
が
基
本
で
あ
る
。
必

要
な
物
品
は
出
動
班
毎
に

様
々
で
あ
る
た
め
、
一
人

当
た
り
５
千
円
支
給
し
て

い
る
分
団
賞
賜
金
の
中
で

の
購
入
を
考
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

賞
賜
金
は
活
動
に
対
す

る
功
労
や
感
謝
の
意
味
合

い
で
支
給
さ
れ
る
も
の
。

そ
の
よ
う
な
お
金
で
装
備

品
を
購
入
せ
よ
と
の
考
え

は
、
消
防
団
で
活
躍
さ
れ

豪
雨
時
の
流
木
災
害

対
策
に
つ
い
て

｢

高
山
市
平
和
都
市
宣

言｣

に
よ
る
平
和
に
つ

い
て
の
考
え
は

西田 稔 議員

て
い
る
団
員
に
申
し
訳
な

い
の
で
は
な
い
か
。

必
要
な
資
機
材
は
団
本

部
会
議
の
中
で
意
見
を
伺

い
、
そ
れ
を
消
防
本
部
で

取
り
ま
と
め
、
予
算
要
求

に
反
映
す
る
。

防
災
行
政
無
線
が
聞
き

づ
ら
い
と
の
市
民
の
声
が

あ
る
が
対
策
は
。

防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー

カ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
近

す
ぎ
る
と
音
の
重
な
り
が

起
こ
り
聞
こ
え
に
く
く
な

る
。
天
候
や
地
形
、
風
の

影
響
も
受
け
る
た
め
整
備

時
に
伝
播
調
査
を
行
い
最

適
に
設
定
し
て
い
る
。
放

送
内
容
を
聞
き
逃
し
た

場
合
は
、
電
話
３
５

－

６
０
０
０
で
直
前
の
放
送

内
容
が
確
認
で
き
る
。

消
防
団
へ
の
支
援
に
つ

い
て

来
年
度
高
山
市
で
開
催

予
定
の
「
平
和
首
長
会
議

国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会

」
の
目
的
と
内
容
は
。

国
内
加
盟
都
市
は
１,

６
８
３
都
市
で
、
参
加
規

模
は
約
２
０
０
名
を
予
想
。

高
山
市
か
ら
国
内
外
へ
平

和
推
進
の
発
信
が
で
き
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

「
飛
騨
匠
の
技
・
こ
こ

ろ
」
日
本
遺
産
に
認
定
、「

祭
り
屋
台
行
事
」
世
界
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
の
日
下
部
民
藝
館
と

吉
島
家
住
宅
、
桜
山
八
幡

宮
祭
屋
台
会
館
は
約
50
年

間
国
際
観
光
都
市
と
し
て

貢
献
し
て
い
る
。
宮
川
人

道
橋
整
備
に
伴
い
、
そ
の

地
区
へ
回
遊
性
を
高
め
る

取
り
組
み
は
。

下
町
地
区
は
観
光
資
質

の
向
上
に
永
年
貢
献

世
界
恒
久
平
和
を
目
指

す
取
り
組
み
を

谷澤 政司 議員

北
小
学
校
の
油
漏
れ

高
山
祭
屋
台
や
日
本
遺

産
を
構
成
す
る
文
化
財
を

め
ぐ
る
周
遊
型
ツ
ア
ー
の

造
成
を
旅
行
事
業
者
に
働

き
か
け
て
い
く
。

昨
年
12
月
、
5,
0
0

0
リ
ッ
ト
ル
の
油
漏
れ
事

故
が
発
生
し
た
が
、
北
小

と
同
じ
年
代
に
整
備
し
た

他
の
学
校
で
も
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
全
国
的
に

大
地
震
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
学
校
児
童
の
安
全

性
か
ら
も
早
期
に
対
策
整

備
を
。北

小
学
校
の
地
下
タ
ン

ク
は
設
置
か
ら
36
年
経
過

し
、
同
様
に
36
年
以
上
経

過
し
た
学
校
は
６
校
あ
る
。

老
朽
化
し
た
設
備
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
今

後
の
対
応
方
法
を
検
討
す

る
。


